
やさしさをつないで、８０周年。やさしさをつないで、８０周年。
これからも、赤い羽根は地域の福祉を支えます。これからも、赤い羽根は地域の福祉を支えます。特集特集
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赤い羽根共同募金
はじまります 　『じぶんの町を良くするしくみ』をスローガ

ンに、10月1日から全国一斉に始まる赤い羽根
共同募金。みんなのしあわせを願い、一人ひと
りの助け合いの心をつなぐ、市民総参加の運動
です。
　毎年、自治会や民生委員・児童委員の皆さま
をはじめ、行政機関やボランティア団体など、
多くの皆さまのご協力のもと、地域に根ざした
募金運動を展開してきました。そして、赤い羽
根共同募金は、昭和22年の運動開始以来、本年
で80回目という大きな節目を迎えます。
　これまで受け継がれてきた「たすけあい」の
輪を、これからも未来へつないでいくために、
本年も赤い羽根共同募金へのご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願いいたします。

戸別募金

大口募金

職域募金

街頭募金

学校募金

自治会長を通じて各世帯へ

民生委員児童委員を通じて個人や企業へ

従業員の方が職場で協力

道の駅など人が集まる場所での呼びかけ

学校に募金箱を設置

令和７年度 募金総額　8,202,014円
戸　別　募　金 4,232,073円
大　口　募　金 2,258,087円
職　域　募　金 714,645円
街　頭　募　金 327,756円
学　校　募　金 183,590円
そ の 他 485,863円

ご存じですか？税の特典
赤い羽根共同募金にご寄付いただくと、法人税
や個人所得税等の税制優遇の対象となります。

●法人の場合…全額損金算入
●個人の場合…所得税及び住民税控除の対象

（2,000円以下は対象外）

ふれあい・いきいきサロン

福　祉　学　習

【宇和島市老人クラブ連合会】

災害ボランティア養成講座

住民同士のつながりづくり 親子の笑顔が集う場所

福祉を身近に感じる機会 ともに学ぶ地域の“もしも”

助成団体の一例をご紹介

親子のひろば

【各支部活性化事業】
　各種スポーツ大会や運動会を通じ、日
常から体を動かす機会を持ち、健康保持
の向上、介護予防に努めています。また、
相互交流と親睦を深め、社会貢献活動や
地域の活性化を図っています。

＊＊地域の福祉活動を行う団体へ助成地域の福祉活動を行う団体へ助成

■令和 7 年度 募金実績額および募金方法

■令和８年度 募金目標額
■募金の活かされ方

8,279,000円

＊＊地域福祉事業で活用地域福祉事業で活用
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宇和島市社会福祉協議会　宇和島市ボランティア・市民活動センター

イベントやボランティア募集、助成金などの活動応援情報はLINE公式アカウントから⇒

宇和島市社協が窓口となり、“活動したい人”と“お願いしたい人”の
想いをつなげるお手伝いをしています

令和8年度 ボランティア養成講座

"もしも"の時に備えて学びませんか？

応急手当講座
参加費
無料

申し込み
問合せ先

10月7 日（水）
13：30～15：00

講座内容

会　場

対　象

定　員

講　師

心肺蘇生法
（胸骨圧迫）

AEDの使い方 応急手当の基本 誤飲について

宇和島市総合福祉センター　４階ホール

ボランティアをしている方、ボランティアをしてみたい方

20名

宇和島消防署　職員

宇和島市社会福祉協議会
（宇和島市ボランティア・市民活動センター）

この事業は、皆さまからいただいた赤い羽根共同募金を活用しています
☎ 0895-23-3711/FAX 0895-24-7889

【シンポジウム】行政、民間企業、社協それぞれの立場から平成30年７月豪雨を振り返り、地域福祉の未来
について意見を交わしました。

【オープニング】宇和島ゆうあい太⿎＋若葉太⿎、
PUMP UP CREWの皆さんによるガイヤ披露。

【分科会】宇和島市内の取り組みをはじめ、四国
各地の先進的な取り組みを学びました。

地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を
学
び
合
う

　

四
国
４
県
持
ち
回
り
で
実
施
さ
れ
て
い
る
四
国
地

域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
。
23
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
は
、
宇
和
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り

８
月
１
日
㈯
か
ら
２
日
㈰
に
か
け
て
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

三
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
豪
雨
で
被
災
し
た
宇
和
島

の
復
興
―
２
０
４
０
年
に
向
け
て
の
地
域
づ
く
り
―
」

を
テ
ー
マ
に
ま
ず
は
行
政
、
民
間
企
業
、
社
協
そ
れ

ぞ
れ
の
登
壇
者
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
社
会
事
業
大
学
の
大
橋
謙
策
名
誉

教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
災
害
支
援
の
経

験
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
社
会
に
お
い
て
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」
を
地
域
全
体
で
ど
の
よ
う
に
協
働

し
て
行
っ
て
い
く
か
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
国
内
外
か
ら
約
４
５
０
名
が
来
宇

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
は
４
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て

分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
計
で
約
４
５
０
名

が
参
加
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ど
の
分
科
会
に
も
約

１
０
０
名
の
参
加
者
を
数
え
、「
災
害
へ
の
備
え
」「
孤

立
し
た
方
へ
の
支
援
」「
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
福
祉

の
展
開
」「
移
動
困
難
者
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
じ
ゃ
こ
天
の
販
売
や
、
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー

ス
の
試
飲
、
作
業
所
に
よ
る
物
販
、
俳
句
表
彰
な
ど

も
行
わ
れ
、「
宇
和
島
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
福

祉
を
学
ぶ
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ま
た
、
本
セ
ミ
ナ
ー

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企

業
、
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご報告
第23回四国地域福祉実践セミナー第23回四国地域福祉実践セミナー in 愛媛・宇和島 in 愛媛・宇和島

を開催しましたを開催しました
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　「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
の実現に向け、限られた経営資源の中で創意工夫
を重ねながら、各種事業の推進に努めました。
　多様化・複雑化する地域生活課題への対応や相
談支援の充実、住民主体の地域づくりを進めると
ともに、厳しい経営環境の中でも、経営健全化を
図りながら地域福祉の推進に努めました。

令和７年度
事業報告・決算

　令和８年６月の理事会・評議員会において、
下記のとおり承認されましたのでご報告します。

収支決算

貸借対照表
資産の部 金　　額 負債の部 金　　額

流動資産 234,899,974 流動負債 69,077,392
固定負債 53,222,108

固定資産 551,727,716 負債の部合計 122,299,500
　基本財産 143,394,591 純資産の部 金　　額
　その他の固定資産 408,333,125 基本金 4,000,000 

基金・積立金 395,690,495
次期繰越活動増減差額 264,637,695
純資産の部合計 664,328,190

資産の部合計 786,627,690 負債及び純資産の部合計 786,627,690

（単位：円）

積立資産取崩 3%
27,868千円

収 入
873,790千円

介護保険 33%
286,982千円

受託金 32%
277,541千円

保育事業 12%
103,611千円

補助金収入 11%
92,687千円

障害福祉サービス 6% 
51,480千円

その他（事業収入など）3% 
33,621千円

積立資産支出 1%
10,825千円事務費 2%

19,332千円

助成金 1%
11,778千円

その他 1%
6,761千円

支 出
868,790千円

人件費 76%
654,400千円

事業費 19%
165,694千円

重点事業のふり返り
1 ３

４

５
２

相談支援体制の強化と権利擁護の推進 介護事業・保育園の経営安定化と
サービスの質向上

指定管理施設の適切な管理・経営

組織・経営基盤の強化
地域福祉活動の推進

　常設型の相談窓口を開設し、地域住民から寄せられる多様
な生活課題を受け止め、分野を問わず断らない相談支援を実
施するとともに、行政や関係機関との連携を図りながら課題
の解決に努めました。
　また、支援が必要な方へ積極的に働きかける訪問支援（ア
ウトリーチ）を行い、一人ひとりに寄り添った支援につなげ
ました。

　介護保険法及び障がい者総合支援法に基づいたサービスの
提供に努め、感染症対策を講じながら事業所を運営しました。
　また、ＩＣＴ（情報通信技術）の活用により、業務の効率化を
進めました。

　指定管理者として、安全・安心な施設運営を行うとともに、
適正かつ効率的な管理・経営に努めました。

　高い公益性とガバナンスが求められる社会福祉法人とし
て、市民や関係機関から信頼される組織運営を行いました。
　また、自治会や民生児童委員協議会などの協力を得て、
地域福祉活動を支える財源確保に努めました。

　第３次地域福祉活動計画の基本理念『わたしが活きる宇
和島』のもと、住民の声を聴き、住民が主体となる支え合い
活動や地域課題に応じた取組を実践するとともに、福祉学習
等により学生、社会人問わず福祉への関心を高めるなど、
地域住民の意識醸成を図り、新たな担い手を増やしました。

【リラックス体操講座】夢見心地な体操

【茶話会】普段のサロンの様子を話し合うお世話人

【脳トレ講座】ことわざカルタに挑戦

【レク道具体験】昔取った杵柄！さすがの腕前を披露

　

市
内
約
１
１
０
カ
所
の
サ
ロ
ン
お
世
話
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
や
想
い
を
聞
き
、
交
流
す
る
場
と
し
て
お

世
話
人
交
流
会
を
３
か
所
（
宇
和
島
、
吉
田
・
三
間
、

津
島
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

社
協
よ
り
、
出
前
講
座
や
貸
出
備
品
の
紹
介
を
し
た

後
、
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
松
崎
先
生
に
よ
る

脳
ト
レ
で
は
、
頭
の
体
操
と
な
る
問
題
や
ゲ
ー
ム
で
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
武
田
先
生
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
で
は
、

つ
い
う
と
う
と
す
る
く
ら
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
方
も
い

ら
し
た
よ
う
で
す
。

　

後
半
に
は
、
お
世
話
人
の
方
々
が
自
由
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
を
実
施
し
、
各
サ
ロ
ン
で
行
っ
て
い
る
こ
と

や
人
気
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
協
が
貸
出
し
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

道
具
を
設
置
し
、
自
由
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
レ
ク
道
具
、
サ
ロ
ン
で
も
使
い
た
い
！
」「
こ
れ
、

今
日
借
り
て
帰
っ
て
も
い
い
の
？
」
と
い
う
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
脳
ト
レ
や
ク
イ
ズ
な
ど
の
プ
リ
ン
ト

集
も
配
布
し
、
よ
り
豊
か
な
サ
ロ
ン
活
動
の
た
め
に
、

役
に
立
て
て
い
た
だ
け
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
お
世
話
人
交
流
会 

開
催
し
ま
し
た

　宇和島市社会福祉協議会では、“ふれあい・いきいきサロン活動”をはじめ、地域の多様な通
いの場づくりを推進しています。「サロンに興味がある」「集いの場をつくりたい」という方は、
地域福祉課（☎0895-23-3711）までお気軽にお問い合わせください。

7 うわじまし社協だより　10月号うわじまし社協だより　10月号 6



成年後見制度相談会〈無料〉

10月８日（木）9：00～12：00
宇和島市三間保健福祉センター
相談員：司法書士

11月12日（木）13：00～16：00
宇和島市総合福祉センター
相談員：弁護士

※相談は予約の方が優先です。

権利擁護センター ピット
☎0895-28-6033

心配ごと相談所〈無料〉
～暮らしの中の困りごとなど～

　専門職員が、生活上のいろいろな困りごと・
悩みごとをおうかがいし、関係機関と連携して、
解決に向けたお手伝いをいたします。
　ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

相談
受付 平日 9：00～17：00

Instagram ホームページ

社会福祉
法　 人 宇和島市社会福祉協議会
〒798-0003　愛媛県宇和島市住吉町一丁目6番16号
TEL（0895）23－3711/FAX（0895）24－7889
https://www.uwajima-shakyo.or.jp

【吉田支所】宇和島市吉田町東小路甲58-5　　TEL（0895)52-3166
【三間支所】宇和島市三間町迫目126 　　　　TEL（0895)58-1051
【津島支所】宇和島市津島町岩松甲471番地　TEL（0895)20-8101

遺言や相続についてご相談をお受けできます。

窓口

窓口

宇和島市社会福祉協議会
地域福祉課 ☎0895-23-3711

一　　般

まごころ銀行

宇和島市社会福祉協議会 まごころ銀行へ寄付を
いただきました。心より御礼申し上げます。

故  松浦　博 様　御家族　　【宇和島市愛宕町】

香典返し

　まごころ銀行では市民の皆さまの善意の寄付
金・香典返し等をお預かりし市内の子育て支援
や高齢者の生きがいづくりに活用させていただ
きます。皆さまの温かいお気持ちをお寄せいた
だきますよう、よろしくお願いします。

愛媛県認証「 ひ め ボ ス 宣 言 事 業 所 」

宇和島市社会福祉協議会
総務課  ☎0895-23-3711

障 が い 児 等 通 所 支 援 事 業 施 設

保 育 士 募 集保 育 士 募 集

あけぼの園

児童指導員も同時募集

月給225,600円 昇給あり

賞与年２回 休日120日以上

（フルタイム）

詳しくはこちら

親子のひろば〈無料〉
～大きくなぁれ！子どもたち～

時間

場所

10 月

11 月

10：00～11：30

宇和島市総合福祉センター２階

５日（月）・ ７日（水）・８日（木）
21日（水）・22日（木）

２日（月）・ ４日（水）・12日（木）
18日（水）・26日（木）

未就学児と、その家族が気楽に集まれる場所です。
お気軽にご参加ください。 詳

し
く
は

こ
ち
ら

➡

※大雨暴風などの警報発令時は、中止とします。

相談
・

測定

保健師による育児相談・体重身長測定
11月12日（木）10：30～
※�バスタオル・母子手帳ご用意ください。

窓口

10月

11月

【令和８年７・８月受付】 希望者のみ掲載


